
1.河川環境に配慮した今後の川づくりのあり方 
 
1-1 今後の河川整備と保全の方向性 

釧路川の未来を見据えた川づくりでは、従来の「治水」、「利水」の観点に新たに「環境」を加え、

以下の点に配慮していきます。 
 

1) 「治水」: 治水安全性の確保 

・目標とする流量が安全に流下可能な断面を確保します。 
・必要に応じて、河道や河岸の安定を図ることとし、問題が生じていない区間は可能な限

り現況河道を尊重します。 
・土砂移動の連続性に配慮し、土砂流出の抑制、制御を図り、安定した川とします。 

 
2) 「利水」: 利水安全性の確保 

・適切な維持流量の確保と、適正な水利用の管理を行います。 
・水環境の保全、改善により、安全な水質の保持を目指します。 

 
3) 「環境」: 多様な河川環境の保全・再生 (=今後の河川整備の新たな視点) 

・生物の多様な生息、生育環境の確保に努めます。 
→画一的な河道断面や直線化する改修を避け、川の自然な作用を最大限に利用し、河川形状の

多様性の保全、再生を目指します。 
→周辺の支川や水路、農地や樹木帯など上下流並びに横断方向の連続した環境条件を尊重し、

周辺とのネットワークを遮断しないように配慮します。 
・釧路湿原保全の各施策との整合に配慮します。 
→後背が未利用地である等、治水安全性に支障が無いことを前提として、過去に直線化した区

間は、積極的に旧川復元の可能性を検討します。 
→施設等によって直接的に土砂流出を抑制する対策や、蛇行する河川への復元によって釧路湿

原を中心とする河川環境を保全します。 
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1-2 河川環境に配慮した川づくりについて (多自然型工法の適用) 

前項で「生物の多様な生息・生育環境の確保に努める」とした今後の川づくりでは、多自然型

工法を積極的に取り入れていきます。 
 

表 2-1 多自然型川づくりの基本的考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 項目 解説

●自然環境への影響を最小限にする(その場所の自然を保全
する)
●人工的な手を加えたあとには、元の自然環境に再生できる
工夫を行う

2 環境の連続性を確保します

●水際部と背後地の横断的な環境の連続性を確保する
●水中から陸上までの植生・生物の生息・生育環境の連続性
を図る
●縦断的にも、魚類の遡上・降下・移動に支障が無いように
配慮する

3 瀬や淵を保全します

●瀬には、水生昆虫や藻類等が付着しているため、採餌場や
産卵場となっている
●淵には、魚類の越冬場や洪水時の待避場となっている
●瀬や淵には魚類や水生生物の重要な生息場となっているた
め、これらの生息環境を壊さないように配慮する

4 平常時の水の流れに変化を与える

●自然の川には、生物の生息・生育環境として、波のあると
ころ、ゆったりしているところ、よどんでいるところなど多
様な環境が必要である
●よどみも魚類の休息場・待避場・越冬場などとしての利用
があり、多様な水の流れが重要である

5 多孔質な水際を創出し多様な空間を確保します

●川に生息する生物に配慮し、外敵から身を守るためや増水
時に待避する場、休息する場や越冬する場として、水際部が
重要である
●水際部が待避場などとして利用できるよう、多孔質な河岸
安定化対策にも工法や素材の工夫を図る

参考)「川の自然環境に配慮した環境工法の取り組み」(社団法人 全国防災協会)

イメージ図

立木は残す

施工後は覆土で従来の
環境に戻るよう手助け

河床も保全を図る

1  自然の力で元の自然環境に戻るように手助けします

水際の連続性を遮断しない

よどみ

水制

川に生息する生物の休息
場・待避場を確保する

現状よりも掘れるこ
とのないように配慮

イメージ図

2-4 



2-5 

1-2-1 多自然型工法を取り入れた河道計画検討フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.今後の河道計画の考え方の設定 

1.現況の河川環境と評価 

3.自然環境復元のための方策検討 

4.具体的な環境復元対策について 

5.計画河道の実施 

今後の河道計画の考え方の方針設定 

具体的環境配慮方針の設定 

目標流量等の外力条件設定 

調査方法の整理と実施 

魚類の生息環境に必要な条件と再生するための方法検討 

河川環境要素と本検討で対応する項目について、抽出 

全体計画の設定 

各対策の詳細設定 

調査結果の整理と課題の抽出 

多自然型工法の可能性について、協議・判断 

6.最適案の設定 

モニタリングおよびフィードバック 

図 2-2 多自然型工法を取り入れた河道計画検討フロー 
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